
関数 f0 1x =- 2x +4x について，定義に従って微分係数 f -0 1a  を求めよ。１.

点 00 , 1-1  を通り，曲線 y= 3x +3 2x  に接する直線の方程式と接点の座標を求めよ。２.

関数 f0 1x =
1

3
3x + 2ax +0a 1+2 x+1 が極値を持つように，定数 a の値の範囲を定めよ。３.

曲線 C : y= 3x +3 2x -1 上の x 座標が２である点を P とし，点 P における曲線 C の接線４.

を l とする。曲線 C と直線 l の共有点のうち，P でない点を Q とする時，点 Q の x 座標

を求めよ。

x=1 で極大値６をとり，x=2 で極小値５をとるような３次関数 f0 1x  を求めよ。５.
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関数 y=- 3x -3 2x -3x+1 のグラフを書け。６.

関数 y=- 3x -3 2x +5   0-3(x 1(2  の最大値!最小値とそのときの x の値を求めよ。７.

a<0 とする。関数 f0 1x = 3ax -3 2ax +b   01(x 1(3  の最大値が１０，最小値が－２とな８.

るように，定数 a , b の値を定めよ。

方程式 3x -12x-a=0の異なる実数解の個数を求めよ。 ９.

x)0 のとき，不等式 4 3x +28)9 2x +12x が成り立つことを証明せよ。10.






